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営繕積算システム RIBC2 の主な変更点（Ver.13.00から Ver.13.10） 
 

【内訳書作成システム】 

1. 公共料金等を工事費に加算 

『公共建築工事積算基準等資料（令和６年改定）』「第２編工事費 の２ 新たな追加の

工事等の取扱い（１）ロ.の公共料金等を、（３）（１）ロ.工事費に加算する機能を追加

しました。 

『公共建築工事積算基準等資料（令和６年改定）』より 

 

 

 

注 1：上記の公共料金等を工事費に加算した場合は、Ver.13.10 より以前のバージョ

ンでは内訳書ファイルを開くことはできません。 

注 2：設計変更毎に、必要な公共料金等を行挿入し金額を手入力してください。  
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2. 色分類機能の仕様変更 

  

 

 

色分類が設定されている行の、名称・摘要・単位・数量・単価（金額）・備考等のい

ずれかが変更された場合、色分類を自動的に解除していましたが、 

     は、自動的に解除しないように仕様を変更しました。 

 

【例】青枠の箇所を修正した場合 

 Ver.13.00 まで Ver.13.10 から 

 

 

修

正

前 

  

 

 

修

正

後 

  

 

注１：     は、いままで通り自動的に色分類が解除されます。 

注２：色分類の設定は、いままで通り公共機関のみ設定が可能で、設計・積算事務等で

は設定できません。 
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3. 見積比較ファイルの印刷及び Excel出力の仕様変更 

見積比較ファイルの印刷及び Excel 形式に出力する際に、「会社名」に墨塗が選択さ

れた場合、すべての「会社名」を墨塗していましたが、会社数にあわせて墨塗するよう

に変更しました。 

 

 ＜例＞ 

 

 

 ＜印刷プレビュー＞ 

Ver.13.00（すべての会社名を塗りつぶします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ver.13.10 から（会社数にあわせて、会社名を塗りつぶします。） 
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4. 「工事費」等の金額表示を制限 

「工事費」の算定は、「管理職員等がおこない、積算担当者はおこなわない。」といっ

た運用をおこなっているユーザー向けに、別途「工事費等の金額表示制限機能」をイン

ストールすると、「工事費」を表示しないようにするために、一般管理費等以降の金額

をマスク表示するアドイン機能が追加されます。（必要に応じてインストールしてくだ

さい。） 

なお、管理職員等が「入札日」を設定した場合、「入札日」になったら一般管理費等

以降のマスク表示が解除され、積算担当者も「工事費」等を確認することができます。 

 

＜管理職員等が「入札日」を設定＞ 

※ 今日の日付と過去の日付は設定できません。 

※ ユーザーID が「30-」で始まるユーザーと、「工事費等の金額表示制限機能」が

インストールされている場合は、「入札日」のメニューは表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜工事費等の金額表示制限機能がインストールされている場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入札日が設定されていると、

年月日が表示されます。（入札

日になると表示が消えます。） 

工事費等の金額表示制限機能がイ

ンストールされている場合は、「担

当者」と表示されます。 
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【標準単価作成システム】【内訳書作成システム】 

5. 官庁営繕関係の「統一基準」「技術基準」等のＰＤＦファイルを更新  

[ヘルプ]メニュー → [官庁営繕関係統一基準・技術基準]のＰＤＦ ファイルを更新

しました。 
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6. 起動画面（右の「お問い合わせ先」）の表示変更（ヘルプメニューも同様） 

「契約窓口（お申込み、契約などについてのお問い合わせ）」先を、ユーザーに応じ

た問い合わせ先を表示するように変更しました。 

ライセンス認証や、パスワード、システムの操作方法等は、ヘルプデスクへお問い合

わせください。 

 

⚫ 都道府県、政令指定都市、国土交通省 

 

⚫ その他の公共発注機関 

 

⚫ 設計・積算事務所等 

 


